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著
者
は
企
業
経
営
を
経
験
し
た
後
、大
学
教
授
に
転
身
し
、主
宰
す
る
研
究
室
ゼ
ミ
に
は
経
営
者
た
ち
も
参
加
し
て
い
る
。

ゼ
ミ
で
は
議
論
を
通
し
て
真
理
を
探
究
す
る
大
学
院
レ
ベ
ル
の
教
育
を
提
供
し
、
学
ん
だ
経
営
者
に
は
飛
躍
し
た
事
例
が
あ

る
。
議
論
を
通
し
て
経
営
者
が
覚
醒
し
、
そ
の
連
鎖
が
地
域
社
会
を
進
化
さ
せ
る
。
本
稿
で
は
社
長
た
ち
が
大
学
院
で
学
ぶ

意
義
を
論
じ
た
い
。

三重大学 大学院地域イノベーション学
研究科 教授
西村 訓弘

人
々
の
覚
醒
が
生
み
出
す
地
域
イ
ノ
ベ
ー

人
々
の
覚
醒
が
生
み
出
す
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
本
格
的
な
地
域
創
生

シ
ョ
ン
と
本
格
的
な
地
域
創
生

１
は
じ
め
に

日
本
社
会
は
人
口
減
少
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

１
９
６
０
年
頃
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
の
過
程

で
、
地
方
の
農
山
漁
村
の
人
々
が
大
都
市
に
流
出

し
、
地
域
社
会
の
基
礎
的
条
件
の
維
持
が
困
難
に

な
る
ほ
ど
の
深
刻
な
問
題
と
し
て
「
過
疎
化
」
が

生
じ
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
時
点
で
８
８
５
市

町
村
が
過
疎
地
域
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
過

疎
化
の
原
因
は
一
律
で
は
な
い
が
、
高
度
経
済
成

長
期
の
社
会
変
化
が
農
山
漁
村
と
都
市
部
と
の
所

得
格
差
を
生
み
、
地
方
か
ら
都
市
へ
の
大
規
模
な

人
口
移
動
を
誘
発
し
た
と
の
説
明
が
成
り
立
つ
。

１
９
５
０
年
に
は
総
人
口
の
34
・
７
％
が
「
三
大

都
市
圏
」、
65
・
３
％
が
「
そ
の
他
の
地
方
」
に

居
住
し
た
が
、
２
０
０
５
年
に
は
50
・
２
％
、

49
・
８
％
と
両
者
の
比
率
が
逆
転
し
た
。
全
国
規

模
で
生
じ
た
人
口
移
動
で
地
方
の
「
過
疎
化
」
が

深
刻
に
な
り
、
２
０
０
５
年
頃
か
ら
は
日
本
全
体

の
人
口
が
減
少
し
始
め
た
。
日
本
社
会
は
経
済
成

長
と
人
口
増
加
を
経
て
豊
か
に
な
っ
た
後
、
停
滞

状
況
に
陥
っ
て
い
る
（
図
１
）。

全
国
規
模
で
の
人
口
減
少
が
進
行
す
る
と
２
０

４
０
年
に
は
影
響
は
深
刻
と
な
り
人
手
不
足
が

原
因
で
教
育
・
行
政
・
警
察
・
防
衛
な
ど
の
公

的
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
、
運
輸
、
小
売
り
な
ど
の
基

盤
産
業
、
一
次
産
業
な
ど
が
機
能
不
全
に
陥
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
２
０
４
０
年
の
日

本
社
会
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
職
で
25
・
２
％
、
ド

ラ
イ
バ
ー
職
で
24
・
１
％
、
建
設
職
で
22
・
０
％

の
人
手
が
不
足
し
、「
生
活
維
持
サ
ー
ビ
ス
」
の

水
準
が
低
下
し
、
消
滅
す
る
危
機
に
直
面
す
る

こ
と
も
警
告
さ
れ
て
い
る
（『「
働
き
手
不
足
１
１

０
０
万
人
」
の
衝
撃
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
古

屋
星
斗
＋
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
著
）。

こ
の
た
め
現
在
の
日
本
に
は
人
口
減
少
下
で
も
機

能
す
る
「
新
し
い
仕
組
み
」
が
求
め
ら
れ
る
。
本

稿
で
は
、
こ
の
視
座
に
立
ち
、
著
者
が
三
重
県
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
事
例
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
現
状
を
反
転
さ
せ
る
有

効
な
手
段
と
考
え
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

２
大
学
院
で
学
ぶ
こ
と
が
経
営
者
を

変
え
る

著
者
は
、
１
９
８
７
年
に
大
学
卒
業
後
、
企
業

の
バ
イ
オ
系
研
究
所
の
研
究
員
と
し
て
研
究
キ
ャ
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問
に
思
っ
た
質
問
な
ど
を
延
々
と
繰
り
返
す
こ
と

で
発
表
者
で
あ
る
社
長
の
経
営
に
つ
い
て
真
の
姿

を
明
ら
か
に
し
、
参
加
者
全
員
が
そ
の
姿
を
正
確

に
理
解
す
る
。
当
初
は
午
後
８
時
で
終
了
し
て
い

た
が
、
２
年
後
に
は
終
了
時
間
が
午
後
11
時
に
な

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
研
究
室
ゼ
ミ
で
の
議
論
を
通

し
て
、
経
営
者
が
自
ら
の
強
み
（
真
の
姿
）
と
社

会
現
況
に
気
づ
き
、
そ
の
気
づ
き
を
自
ら
の
事
業

へ
と
反
映
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
で

社
長
た
ち
が
経
営
す
る
会
社
の
業
績
が
良
く
な
っ

た
。
正
し
く
、
社
長
学
生
た
ち
は
覚
醒
し
た
と
も

言
え
る
変
容
を
見
せ
た
。
西
村
ゼ
ミ
は
社
長
学
生

た
ち
の
口
コ
ミ
で
広
が
り
を
見
せ
、
博
士
課
程
の
社

長
学
生
に
限
ら
ず
、
医
学
部
の
学
部
生
、
地
域
の

行
政
の
方
々
、
社
長
学
生
以
外
の
地
域
企
業
の
社

長
や
社
員
が
集
う
、
拡
大
版
の
西
村
ゼ
ミ
と
し
て

展
開
し
た
。

３
地
域
の
人
た
ち
が
議
論
を
通
し
て

変
容
す
る

三
重
大
学
で
は
医
学
領
域
の
教
育
・
研
究
の
職

務
に
加
え
、
学
長
補
佐
と
し
て
４
年
間
、
副
学
長

と
し
て
８
年
間
、
社
会
連
携
を
担
当
し
た
。
大
学

と
社
会
を
つ
な
ぐ
業
務
に
携
わ
り
、
２
０
１
１
年

か
ら
10
年
間
、
三
重
県
経
営
戦
略
会
議
委
員
と
し

て
県
政
へ
の
助
言
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、
三
重
県

内
の
７
市
町
（
桑
名
市
、
多
気
町
、
玉
城
町
、
大

台
町
、
紀
北
町
、
南
伊
勢
町
、
熊
野
市
）
の
「
ま

図１　日本におけるGDPと人口の経年変化 リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
国
内
外
の
外
資
系
企
業

で
の
研
究
職
を
経
験
し
た
後
、
２
０
０
０
年
に
本

邦
初
の
国
立
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
㈱

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
ボ
の
基
盤
技
術
の
開
発
者
と
し

て
創
業
時
か
ら
参
画
し
、
２
０
０
４
年
か
ら
代
表

取
締
役
と
し
て
経
営
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
７
年
１
月
に
三
重
大
学
医
学

系
研
究
科
（
大
学
院
）
の
教
授
に
就
任
し
、
医
学

の
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
研
究
す
る
研
究
室
を

立
ち
上
げ
た
。
著
者
の
研
究
室
に
は
医
学
部
か
ら

の
進
学
者
が
い
な
い
た
め
、
積
極
的
に
社
会
人
の

受
け
入
れ
を
行
っ
た
。
最
初
に
入
学
し
て
き
た
社

会
人
学
生
は
地

域
企
業
の
７
人
の

社
長
た
ち
で
あ
っ

た
。
三
重
県
内
の

企
業
を
回
り
社

員
の
社
会
人
入
学

を
勧
誘
し
た
と
こ

ろ
、
社
長
自
ら
が

仲
間
を
連
れ
て
入

学
し
た
か
ら
で
あ

る
。社

長
学
生
た
ち

と
は
毎
週
金
曜
日

の
午
後
６
時
か
ら

研
究
室
ゼ
ミ
（
通

称
：
西
村
ゼ
ミ
）

を
行
っ
た
。
研
究

室
ゼ
ミ
で
は
社
長

学
生
が
順
番
に
会

社
の
取
り
組
み
を

話
し
、
全
員
で
議

論
し
、
経
験
を
基

に
し
た
意
見
、
疑
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ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に

関
わ
り
、
桑
名
市
と
南
伊
勢
町
に
は
総
合
計
画
の

検
討
委
員
と
し
て
助
言
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活

動
の
過
程
で
西
村
ゼ
ミ
の
存
在
を
知
っ
た
自
治
体

か
ら
は
人
材
育
成
へ
の
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
２
０
１
１
年
度
か
ら
三
重
県
主
催
の
「
Ｍ
Ｉ

Ｅ
経
営
者
育
成
道
場
（
通
称
：
西
村
塾
）」、
２
０

１
０
年
度
か
ら
「
紀
北
町
・
町
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー

研
修
」、
２
０
１
５
年
度
か
ら
「
南
伊
勢
町
地
域

づ
く
り
若
手
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
」、
２
０
１
７

年
度
か
ら
「
大
台
創
生
塾
」
と
「
紀
宝
町
げ
ん
き

塾
」、
２
０
１
８
年
度
に
は
「
西
村
ゼ
ミ
ｉ
ｎ
松

阪
」
を
行
っ
た
。
自
治
体
職
員
が
集
め
て
き
た
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
人
た
ち
を
対
象

に
西
村
ゼ
ミ
を
提
供
し
た
。
三
重
県
内
の
高
校

（
三
重
県
立
津
高
校
な
ど
）
で
も
15
年
以
上
、

「
西
村
ゼ
ミ
」
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
を
知
ら
ず

に
県
外
の
大
学
に
進
学
し
、
戻
っ
て
こ
な
い
。
三

重
県
の
進
学
校
で
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た

意
識
を
変
え
る
た
め
に
、
地
域
社
会
に
つ
い
て
調

べ
、
何
を
す
れ
ば
自
分
た
ち
が
住
み
た
い
、
働
き

た
い
と
思
う
場
に
な
る
の
か
、
高
校
生
た
ち
が
地

域
の
可
能
性
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
を
題
材

に
生
徒
全
員
で
議
論
し
て
い
る
。

地
域
の
若
手
経
営
者
た
ち
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

候
補
た
ち
、
高
校
生
た
ち
へ
の
教
育
法
は
同
じ
で

あ
り
、
研
究
室
ゼ
ミ
で
行
っ
て
い
る
手
法
を
用
い

た
。
す
な
わ
ち
、
課
題
を
題
材
に
全
員
で
徹
底
的

に
議
論
し
、
議
論
を
通
し
て
理
解
し
、
気
づ
き
を

持
つ
、
ま
た
、
気
づ
い
た
こ
と
を
自
ら
の
場
で
実

践
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
研
究
室
ゼ
ミ

で
の
社
長
学
生
と
同
様
に
、
議
論
を
通
し
て
気
づ

き
を
与
え
る
教
育
は
地
域
の
人
た
ち
に
も
前
向
き

な
変
容
を
促
し
た
。

４
覚
醒
し
た
経
営
者
が
地
域
社
会
を

変
え
る

著
者
が
主
宰
す
る
研
究
室
ゼ
ミ
で
行
っ
て
き
た
地

域
企
業
の
経
営
者
ら
へ
の
教
育
は
、
大
学
院
で
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
議
論
を
通
し
て
真
理
を
探
究
す

る
方
法
を
適
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
経
営
者
た
ち

は
大
学
院
レ
ベ
ル
の
議
論
を
通
し
て
、
自
ら
の
真
の

姿
（
強
み
な
ど
）
と
企
業
活
動
を
取
り
巻
く
社
会

の
現
況
を
的
確
に
理
解
し
、
そ
の
理
解
を
足
掛
か

り
に
気
づ
い
た
こ
と
を
日
常
の
事
業
で
取
り
組
む
。

そ
の
結
果
、
企
業
の
業
績
が
総
じ
て
好
転
し
た
。

す
な
わ
ち
、
地
域
企
業
の
経
営
者
へ
の
大
学
院
で

の
真
理
を
探
究
す
る
議
論
を
通
し
た
教
育
に
は
、

経
営
者
を
変
容
（
覚
醒
）
さ
せ
る
こ
と
で
事
業
成

長
を
促
し
、
経
済
的
価
値
を
創
造
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

著
者
が
設
立
に
関
わ
り
、
２
０
１
６
年
度
か
ら

は
専
任
教
授
と
な
っ
た
「『
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

学
研
究
科
』（
２
０
０
９
年
度
設
置
）」
で
は
、
こ
の

考
え
に
基
づ
い
て
、
経
営
者
た
ち
と
築
い
た
議
論

を
通
し
た
覚
醒
を
促
す
教
育
を
学
生
た
ち
に
提
供

し
て
い
る
。
西
村
ゼ
ミ
の
受
講
者
の
中
に
は
大
き
く

飛
躍
し
た
事
例
が
あ
る
。
㈱
あ
さ
い
農
園
の
浅
井

雄
一
郎
氏
が
食
用
油
製
造
企
業
と
合
弁
企
業
を
立

ち
上
げ
、
搾
油
工
場
が
搾
油
後
に
廃
棄
し
て
い
た

熱
水
を
熱
源
に
利
用
す
る
こ
と
で
高
収
益
型
の
ト

マ
ト
生
産
農
業
を
実
現
し
た
（
図
２
）。

伊
勢
神
宮
お
は
ら
い
町
の
大
衆
食
堂
ゑ
び
や
の

小
田
島
春
樹
氏
が
機
械
学
習
を
駆
使
し
た
顧
客
予

測
に
取
り
組
み
事
業
収
益
を
著
し
く
高
め
た
事
例

も
あ
る
。
浅
井
氏
、
小
田
島
氏
の
他
に
も
議
論
を

尽
く
し
た
教
育
で
覚
醒
し
た
社
長
た
ち
が
事
業
を

拡
大
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
議
論
を
尽

く
す
形
の
教
育
で
覚
醒
し
た
経
営
者
が
事
業
を
拡

大
し
た
事
例
を
整
理
し
、「
自
著
『
社
長
１
０
０

人
博
士
化
計
画
』
＝
（
月
兎
舎
、
２
０
２
１
年
12

月
初
版
）」
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

５
西
村
ゼ
ミ
の
他
地
域
へ
の
展
開

２
０
２
０
年
10
月
に
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
制
度
に
よ
っ
て
宇
都
宮
大
学
学
術
院
教
授
を
併

任
し
、
著
者
が
行
っ
て
き
た
議
論
を
尽
く
し
て
覚

醒
さ
せ
る
教
育
を
栃
木
県
の
経
営
者
た
ち
に
提
供

す
る
た
め
に
２
０
２
２
年
度
か
ら
「
宇
大
未
来
塾

ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
宇
大
Ｎ
Ｆ

Ｐ
）」
を
行
っ
て
い
る
。
宇
大
Ｎ
Ｆ
Ｐ
で
は
宇
大
の

複
数
の
教
員
に
著
者
が
三
重
県
内
で
行
っ
て
い
る

教
育
の
考
え
方
を
伝
え
、
各
教
員
の
解
釈
で
覚
醒
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行
っ
て
お
り
、
那
須
塩
原
地
域
で
は
地
域
の
事
業

者
ら
を
対
象
と
し
て
那
須
塩
原
地
域
開
拓
塾
を
実

地
域
社
会
を
進
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

著
者
は
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
は
第
３
期
内

閣
府
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
Ｐ

Ｄ
）
と
し
て
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
学
び
方
・

働
き
方
を
実
現
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」

を
遂
行
し
て
い
る
。
こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
課
題
で
は
著
者

が
行
っ
て
き
た
議
論
を
尽
く
し
て
覚
醒
す
る
教
育

法
の
分
析
と
他
大
学
へ
の
展
開
方
法
に
つ
い
て
研

究
を
行
っ
て
い
る
。

６
人
口
減
少
を
機
に
社
会
は
変
わ
る

著
者
は
、
過
疎
化
が
深
刻
な
三
重
県
南
部
地
域

に
唯
一
残
っ
た
豆
腐
店
、
整
備
工
場
な
ど
の
事
業

者
が
生
産
性
を
高
め
、
事
業
拡
大
し
て
い
る
事
例

を
確
認
し
て
い
る
。
三
重
県
内
の
29
市
町
に
お
け

る
２
０
１
６
年
か
ら
10
年
間
の
「
生
産
年
齢
人
口

一
人
当
た
り
の
市
町
民
所
得
の
増
加
率
」
の
比
較

か
ら
は
、
南
部
地
域
の
全
自
治
体
が
他
の
自
治
体

を
上
回
る
こ
と
（
過
疎
化
が
最
も
深
刻
な
南
伊
勢

町
が
32
％
で
人
口
が
最
多
の
四
日
市
市
が
８
％
な

ど
）、
南
部
地
域
の
事
業
者
の
収
益
性
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
過
疎
化
が
先
行
し

て
生
じ
た
北
海
道
で
は
２
０
１
８
年
に
お
け
る
各

自
治
体
の
「
総
所
得
の
総
額
」
は
札
幌
市
な
ど
の

都
市
が
圧
倒
的
に
高
い
が
、「
一
人
当
た
り
の
総

所
得
」
で
は
都
市
よ
り
過
疎
地
域
の
自
治
体
が
高

図２　覚醒した経営者が起こした事業成長の事例

施
し
て
い
る
。
宇

大
Ｎ
Ｆ
Ｐ
で
も
大

学
院
レ
ベ
ル
の
議

論
を
各
経
営
者
の

事
業
内
容
を
題
材

と
し
て
徹
底
的
に

行
っ
て
お
り
、
参

加
し
た
経
営
者
た

ち
が
変
容
す
る
こ

と
を
観
察
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

宇
大
Ｎ
Ｐ
Ｐ
を
受

講
し
た
栃
木
県
の

経
営
者
に
対
し
て

も
「
覚
醒
さ
せ
る

教
育
」
が
効
果
的

で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
て
い
る
。

議
論
を
通
し
て
真

理
を
探
究
す
る

こ
と
を
経
験
し
、

「
論
理
的
思
考
」

を
身
に
付
け
た
こ

と
が
経
営
者
ら
を

覚
醒
さ
せ
、
事
業

の
成
長
を
も
た
ら

し
、
そ
の
連
鎖
が

さ
せ
る
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。

宇
大
Ｎ
Ｆ
Ｐ
を
栃
木
県
内
で
展
開
す
る
こ
と
も
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い
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。
著
者
は
、
過
疎
化
と
い

う
社
会
現
象
が
持
つ
時
勢
上
の
意
味
に
つ
い
て
改

め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

過
疎
化
を
一
様
に
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、
ま

た
上
述
の
よ
う
な
逆
転
現
象
も
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
例
え
ば
、
過
疎
化
と
は
戦
後
の
高
度
経
済

成
長
が
与
え
た
社
会
変
化
に
適
応
す
る
時
期
に

現
れ
た
社
会
現
象
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。
こ
の
た

め
、
過
疎
化
が
進
行
す
る
と
過
疎
化
に
適
応
し
た

事
業
者
と
住
民
が
出
現
す
る
こ
と
で
過
疎
地
域
が

新
た
な
形
へ
と
落
ち
着
い
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
前
述
の
著
者
が
三
重
県
内
の
自
治
体
と

行
っ
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
、
そ
の
参
加
者
は
、

正
し
く
、
過
疎
地
域
で
生
き
残
っ
た
事
業
者
た
ち

で
あ
る
。
過
疎
地
域
で
事
業
を
営
む
者
の
間
で
適

応
（
廃
業
・
転
出
と
残
存
事
業
者
へ
の
事
業
集

約
）
が
進
み
、
生
き
残
っ
た
事
業
者
と
住
民
が
中

核
と
な
る
新
し
い
社
会
の
姿
に
収
斂
す
る
。
過
疎

化
に
よ
っ
て
地
方
社
会
は
こ
の
よ
う
に
変
容
す
る

と
著
者
は
考
え
て
い
る
。

７
地
域
社
会
を
消
滅
さ
せ
な
い
た
め
に

「
人
口
戦
略
会
議
」
は
全
体
の
４
割
に
当
た
る

７
４
４
自
治
体
で
２
０
５
０
年
ま
で
に
20
代
か
ら

30
代
の
女
性
が
半
減
し
、
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
２
０
２
４
年
に
報
告
し
た
が
、
一
方
で

は
既
に
過
疎
化
が
行
き
着
い
た
地
域
に
も
「
事
業

者
」「
住
民
」
が
一
定
数
存
在
す
る
。
こ
の
た
め

人
口
戦
略
会
議
が
指
す
消
滅
可
能
性
の
対
象
は

「
自
治
体
機
能
」
で
あ
り
「
住
民
（

≒
事
業
者
）」

で
は
な
い
と
著
者
は
考
え
て
い
る
。

人
口
が
減
少
す
る
過
程
で
地
域
内
の
事
業
者
に

よ
る
地
域
社
会
の
変
化
へ
の
適
応
が
進
み
、
生
き

残
っ
た
事
業
者
と
住
民
が
中
核
と
な
る
新
し
い
社

会
の
姿
に
い
っ
た
ん
は
落
ち
着
く
の
だ
と
思
う
。

た
だ
過
疎
化
は
こ
こ
で
は
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性

が
あ
り
、
地
域
社
会
の
変
化
に
適
応
し
て
生
き

残
っ
た
事
業
者
が
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
誘
発

す
る
教
育
、
医
療
、
購
買
環
境
な
ど
の
生
活
基
盤

の
崩
壊
に
よ
っ
て
地
域
か
ら
転
出
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
本
格
的
な
地
域
消
滅
が
起
こ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
社
会
変
化
に
適
応
し
た
事
業
者
と
住
民

が
主
体
と
な
る
新
し
い
姿
の
地
域
社
会
が
形
成
さ

れ
た
と
し
て
も
、
次
に
来
る
生
活
基
盤
の
崩
壊
が

地
域
社
会
を
消
滅
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
危
機
意
識
を
持
ち
、
地
域
社
会
の

崩
壊
を
防
止
す
る
策
を
考
察
す
る
必
要
性
を
著

者
は
感
じ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
よ
っ
て
こ
れ
ま

で
動
い
て
い
た
仕
組
み
が
動
か
な
く
な
る
。
こ
の

こ
と
が
地
域
社
会
を
消
滅
へ
と
誘
発
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
動
か
な
く
な
っ
た
仕
組
み
の
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
新
し
い
技
術
、
新
し
い
働
き
方
、
新
た
な

人
材
な
ど
を
組
み
込
む
こ
と
で
こ
の
状
況
を
克
服

し
、
新
し
い
仕
組
み
で
動
か
す
こ
と
が
必
須
と
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
新
た
な
発
想
で
行
動
し
、
変

化
さ
せ
て
い
く
人
々
が
必
要
と
な
る
。「
覚
醒
し

た
人
た
ち
」
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
、
著
者
は
そ

の
可
能
性
を
確
信
し
て
い
る
。

８
地
方
大
学
に
求
め
ら
れ
る
役
割

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）

と
い
う
経
済
現
象
を
最
初
に
説
明
し
た
経
済
学
者

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造
的

破
壊
と
新
結
合
に
よ
る
社
会
変
革
で
あ
る
と
し
、

「
経
済
体
系
内
か
ら
生
ず
る
変
化
が
あ
る
。
そ
れ
は

そ
の
体
系
の
均
衡
点
を
動
か
す
も
の
で
あ
っ
て
、
し

か
も
新
し
い
均
衡
点
は
古
い
均
衡
点
か
ら
の
微
分

的
な
歩
み
に
よ
っ
て
は
到
達
し
え
な
い
よ
う
な
も
の

で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
停
滞
し
た
経
済
状

態
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
を
前
向
き
に
破
壊

（
創
造
的
破
壊
）
し
、
社
会
に
新
た
に
表
れ
た
技

術
、
方
法
な
ど
と
新
た
な
結
合
を
生
む
こ
と
で
、

成
長
力
が
生
み
出
さ
れ
る
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
そ
の
よ
う
な
経
済
現
象
で
あ
る

と
説
明
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
新
結
合
）
を
生
み

出
す
人
た
ち
を
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
企
業
家
）
と
呼

ん
で
い
る
。

現
代
の
日
本
で
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て

創
り
上
げ
て
き
た
仕
組
み
が
、
経
済
が
成
熟
し
、

人
口
が
減
少
し
始
め
た
こ
と
で
適
さ
な
く
な
り
、

社
会
の
至
る
こ
ろ
で
不
具
合
を
起
こ
し
、
日
本
社

会
を
停
滞
さ
せ
て
い
る
。
失
わ
れ
た
30
年
と
呼

ば
れ
る
社
会
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
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に
し
む
ら
　
の
り
ひ
ろ

大
学
卒
業
後
、
㈱
神
戸
製
鋼
所
、
米
国
企
業
な
ど
の
研
究

員
を
経
て
、
２
０
０
０
年
㈱
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
ボ
創
業
に

関
わ
り
、
２
０
０
２
年
か
ら
同
社
代
表
取
締
役
。
２
０
０
６

年
に
三
重
大
学
医
学
系
研
究
科
教
授
就
任
、
２
０
１
６
年
か

ら
現
職
。
２
０
２
０
年
10
月
か
ら
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
制
度
に
て
宇
都
宮
大
学
学
術
院
教
授
・
特
命
副
学
長
。
Ｊ

Ｓ
Ｔ
共
創
の
場
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｐ
Ｏ
、
第
３
期
Ｓ
Ｉ

Ｐ
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
学
び
方
・
働
き
方
を
実
現
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」
Ｐ
Ｄ
を
兼
務
。
日
本
学
術
会

議
連
携
委
員
（
経
営
学
委
員
会
）。
著
書
に
『
社
長
１
０
０

人
博
士
化
計
画
』（
月
兎
舎
）。

こ
っ
て
い
る
と
著
者
は
推
察
す
る
。
現
在
の
日
本

社
会
が
置
か
れ
て
い
る
時
勢
の
立
ち
位
置
を
鑑
み

る
と
、「
人
口
減
少
に
よ
る
社
会
崩
壊
」
へ
の
危

機
感
を
テ
コ
と
し
て
、
閉
塞
感
が
漂
い
膠こ

う
ち
ゃ
く着

し
て

い
る
社
会
を
一
気
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
人
口

減
少
が
原
因
で
成
り
立
た
な
く
な
る
行
政
・
教
育

な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
、
運
輸
、
小
売
り

な
ど
の
基
盤
産
業
、
一
次
産
業
な
ど
に
お
い
て
、

従
来
の
方
法
と
考
え
方
を
見
直
し
（
創
造
的
破

壊
）、
新
た
な
技
術
、
働
き
方
、
人
材
な
ど
を
導

入
（
新
結
合
）
す
る
こ
と
で
課
題
を
解
決
し
、

新
た
な
地
域
社
会
を
創
生
す
る
こ
と
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）
が
必
要
で
あ
り
、「
覚
醒
し
た
人
た
ち
」

が
そ
の
実
行
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
地
方
大

学
は
地
域
課
題
の
解
決
に
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組

む
べ
き
で
あ
り
、
教
育
を
通
し
て
地
域
人
材
を
変

容
さ
せ
る
（
覚
醒
さ
せ
る
）
こ
と
が
、
地
域
社
会

か
ら
求
め
ら
れ
る
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

９
終
わ
り
に

社
会
全
体
に
停
滞
が
見
ら
れ
る
現
代
の
日
本
に

は
経
済
成
長
を
経
て
豊
か
に
な
っ
た
日
本
に
適
し
た

「
新
し
い
社
会
」
と
「
新
し
い
生
き
方
」
を
創
造
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
21
世

紀
の
日
本
に
適
し
た
社
会
を
築
く
必
要
が
あ
る
。

過
疎
化
に
よ
っ
て
社
会
の
仕
組
み
に
限
界
が
表
出

し
、
既
得
権
者
の
抵
抗
か
ら
解
放
さ
れ
た
地
域
、

す
な
わ
ち
、
経
済
成
長
に
伴
っ
て

衰
退
し
た
場
か
ら
21
世
紀
に
適
し

た
社
会
へ
の
移
行
が
始
ま
る
と
著

者
は
仮
説
を
立
て
て
い
る
。「
新
し

い
日
本
の
姿
を
地
方
の
末
端
か
ら

創
造
す
る
」、
こ
れ
が
著
者
の
野
心

で
あ
り
、
覚
醒
し
た
経
営
者
た
ち

が
地
域
で
活
躍
す
る
こ
と
で
地
方

の
末
端
か
ら
新
た
な
日
本
社
会
へ

と
一
気
に
変
わ
る
こ
と
を
妄
想
し

て
い
る
（
図
３
）。

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

新
結
合
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
は

群
生
す
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、

「
一
人
あ
る
い
は
数
人
の
企
業
者

（
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
）
の
出
現
が
他

の
企
業
者
の
出
現
を
、
ま
た
こ
れ

が
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
ま
す
ま
す

多
数
の
企
業
者
の
出
現
を
容
易
に

す
る
と
い
う
形
で
作
用
す
る
」
か

図３　末端から日本が変わるイメージ図

ら
で
あ
る
。
西
村
ゼ
ミ
を
通
し
て
観
察
し
た
「
覚

醒
し
た
社
長
た
ち
の
群
発
」
は
正
し
く
、
シ
ュ
ン

ペ
ー
タ
ー
が
説
明
し
た
こ
の
現
象
で
あ
る
。
信
用

金
庫
な
ど
地
域
社
会
に
根
付
い
た
金
融
機
関
に
は

真
の
地
域
創
生
を
け
ん
引
す
る
覚
醒
し
た
事
業
者

へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
れ
が
日
本
社
会

を
地
方
か
ら
復
活
さ
せ
る
価
値
あ
る
投
資
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。


